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滋賀県警察では、 

 

を実施しています。 

◆ ドライバーの方は 

「横断歩道は歩行者優先」のルールを守り、横断歩

行者に道を譲りましょう。 

◆ 歩行者の方は、しっかりした左右の安全確認や、ド

ライバーに対して手を挙げるなどの意思表示をし、

必ず車が止まった後に横断を始めましょう。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

施設の窓口に掲示するなど、必要な方々にご覧いただけるようご協力ください。 

ＦＡＸ配信からインターネットのＥ-ｍａｉｌ配信に変更のご希望があれば、 

下記にご連絡ください。 また、県警ＨＰでもご覧いただけます。 

滋賀県警察本部交通企画課 高齢者交通安全推進室 ふれあいチーム 

TEL 077-522-1231（代表） Ｅﾒｰﾙ x0022@police.pref.shiga.jp 

● 高齢死者の状態別 

  ・歩行中     ８人(前年比－３) 

  ・自転車乗用中 ３人(前年比±０) 

  ・二輪車運転中 ０人(前年比－５) 

  ・自動車運転中 ８人(前年比＋４) 

  ・自動車同乗中 １人(前年比－５) 

● 昨年の交通死亡事故死者数は３９人、うち２０人が６５歳以上の高齢者でした。 

⇒全死者の半数以上（51.3%）が高齢者 

● 滋賀県警察では、昨年導入した機器「Ｋ(危険)Ｙ(予測)Ｔ(トレーニング)」を活用

した交通安全教育を実施しています。 

 実施後に、年齢・性別・免許の有無などのアンケート結果及び実施結果を分析した

ところ、下記のグラフのとおりでした。 

 
● ＫＹＴ講習は、運転映像

を見ながら、危険を感じ

た場面でボタンチェック

をし、振り返ってみんな

でディスカッションする

講習です。 

● 年齢が高くなるにつれ、

チェック率が低く、若年

層も低い。 

● 女性は男性に比べチェッ

ク率が低い。 

 


